
薬薬連携事業

入退院時情報共有シート運用説明会



事業目的

入退院時における医療機関と薬局の情報連携や在宅医療における多職種との連携は、

薬剤師に求められている重要な役割の一つである

薬剤師全体の資質を向上させるとともに、

多職種も含めた病院薬剤師と地域の薬局薬剤師の連携体制を強化・推進する



具体的な取り組み

薬薬連携ツール・フローチャートの作成

モデル地区での運用および検証

各症例に対するアンケート実施

アンケート結果の検証・課題抽出

R８年１月２５日
病院・薬局薬剤師が

意見を出し合い作成しました
＠城西大学



具体的な取り組み

薬薬連携ツール・フローチャートの作成

モデル地区での運用および検証

各症例に対するアンケート実施

アンケート結果の検証・課題抽出

R８年１月２５日
病院・薬局薬剤師が

意見を出し合い作成しました
＠城西大学

本日はこちらに関する
説明会になります



モデル地区
【モデル地区①】

〇埼玉医科大学病院

〇坂戸・鶴ヶ島地区 薬局、飯能地区 薬局

【モデル地区②】

〇深谷赤十字病院

〇深谷地区 薬局

ご協力いただきありがとうございます



検証方法

検証期間：R8年10月1日～R9年1月31日

目標症例数：20症例以上

方法：フローチャートを参考に入退院時情報共有シートを
用いて病院・薬局間の情報共有を行う



検証にあたってのお願い

【医療機関の皆さま】

①指定のFAX送付状と各情報提供を送付して

いただくようお願いいたします

②シートを送付した薬局名の記録をお願いいたします

※記録方法：ご都合のよい様式でお願いいたします

※回収時期：担当委員より改めてご連絡させていただきます

見本



入院時情報共有シートとフローチャート
医療機関から①の個所を記入し、薬局へ送付

↓

薬局は②の個所を記載し、病院へ返信

↓

確認後、医療機関から薬局へ受取り連絡



医療機関は
必要な項目へチェック

医療機関は
必要情報を記載

薬局は
医療機関から依頼のあった

項目に記載する

薬局は
医療機関から依頼のあった

項目に記載

薬局の皆さまへ

服薬情報提供料1の

対象になります

医療機関のさまへ

薬局から情報提供を実施するにあたり、

患者様から同意をいただくよう

お願いいたします



退院時情報共有シートとフローチャート

医療機関から③の個所を記入し、薬局へ送付

↓

確認後、薬局は④の個所を記載し、医療機関へ返信

今回の検証に関しては直接薬局へ送付



医療機関は
必要情報を記載

薬局は
確認後に医療機関へ返信

医療機関の皆さまへ

薬剤総合評価調整加算

算定時の情報提供書の

対象になります



検証結果を踏まえ課題を明確化し、

さらなる改善を重ねて

県全域で活用できるツールへと発展させていきます

地域の方が安心して医療を受けられるように
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